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 要 旨 

 

目的：米国では、過量飲酒および自殺死亡率が男女ともに増加傾向であるが、特に女性において

顕著に増加している。過量飲酒は自殺の危険因子であり、自殺死亡率増加の男女差に過量飲酒が

関与している可能性がある。そのため、本研究では米国におけるアルコール関連の自殺の性・年

齢別の経年推移を明らかにすることとした。 

方法：全米暴力死亡報告システムのデータを用い、米国の 2003-2018年における 18歳以上の自

殺死亡者 115,193名を対象とした。自殺死亡は ICD-10コード（X60-84、Y87.0）により同定し

た。全自殺死亡者のうち、血中アルコール濃度が 0.04g/dl以上、0.08g/dl以上の場合をアルコー

ル関連の自殺とし、性・年齢別の検討を行った。アルコール関連の自殺割合の経年推移について、

Joinpoint回帰分析により性・年齢（18-34歳、35-64歳、65歳以上）別の傾向を調査した。 

結果：2003-2018年のアルコール関連の自殺割合は、女性では、全年齢層において血中アルコー

ル濃度が 0.04g/dl以上、0.08g/dl以上のいずれの場合も有意に増加傾向であった。血中アルコー

ル濃度が 0.08g/dl以上の場合は、女性では年平均 18-34歳: 3.09% [95%信頼区間(95% CI): 1.70%, 

4.49%]、35-64歳: 2.03% [95% CI: 1.12%, 2.95%]、65歳以上: 10.48% [95% CI: 1.17%, 20.65%]

の増加を認めた。一方男性では、血中アルコール濃度が 0.08g/dl以上の 35-64歳でのみ、年平均

0.81% [95% CI: 0.003%, 1.62%]の増加を認めた。18-34歳の男女差が特に大きかった。 

結論：米国では、男性と比較して、女性において特に自殺死亡前のアルコール摂取に経年的増加

傾向が認められた。米国の女性における過量飲酒と自殺死亡の増加の関連について、さらなる研

究が求められる。 

 


